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シル ビンスキー のギ ャスケ ッ ト上で の触媒 反応

神戸大 ･理 高安 秀樹 ア レック ス ･ トレチ ャコフ

プ ラチナの表面上 での-敢化炭素 の酸化過 程 を モデル化 したモノマ ー ･ダ イマ

ー触媒 モデ ルを､ フ ラクタル次元を持 つ表面 の例 と して シル ビンスキーの ギ ャス

ケ ッ ト上で数 値的 に解析 した｡ このモ デルは､ 反応 が持 続す る定常状 態 が 1次元

で は存在せず､ また､ 2次元 で は存在 す る ことが知 られ て いる｡ 触媒 反応 の臨界

次元 は通常 2次元 で ある と考 え られて いるが､ そ の予想 に反 し､ 数値 解析 の結 果

は定性 的に も定量 的 に も 2次 元 に近 い もの とな った｡ この ことか ら､ この モ デル

の臨界次元 は 1次 元 であ ることが推 測 され る｡
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反応率 rとダ イマー (A) を注入す る割合 p をパ ラメー タ と した と きの相 図
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